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           第 53号 
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 定成年後見人ネットワーク クローバ

ー 

登録・受任・活動状況 
 

１）認定成年後見人ネットワーク クローバー登録者 

 2019年 11月 30日登録者 201名 
 

ブロック 人数 都道府県支部内（※） 

北海道ブロック      ６ 北海道６ 

東北ブロック        11 

 

青森１、岩手２、宮城５、      

山形２、福島１ 

関東・甲信越 

ブロック 

85 栃木３、群馬２、埼玉 15、    

千葉９、東京 34、 

神奈川 14、山梨４、長野４ 

東海・北陸ブロック    23 岐阜２、静岡８、愛知 12、

三重１ 

近畿ブロック       14 京都１、大阪５、兵庫８ 

中国ブロック       10 

 

鳥取１、島根１、岡山２、        

広島４、山口２ 

四国ブロック       10 徳島２、愛媛６、高知２ 

九州・沖縄ブロック   42 

 

福岡 17、長崎２、熊本９、

大分１、宮崎１鹿児島３、

沖縄９ 
※登録者の所属支部で算出。勤務先（勤務先なしの場合は自宅住所）

が所在する都道府県。 

２）認定成年後見人ネットワーク クローバー受任状

況 

（2019年 12月９日現在） 

家庭裁判所等からの受任相談件数  316

件 
※クローバー開始時（2009年度）からの総数 

内、正式受任 174件 
受任中 128件 受任終了 46件 

北海道 1、宮城５,、埼玉５、 

千葉１、東京 40、神奈川７、 

山梨１、長野１、岐阜１、静岡３、愛

知２、大阪２、鳥取２、山口１、愛媛

１、福岡 27、熊本 19、      

宮崎１、鹿児島３、沖縄５、 

北海道 2、宮城１、          

東京 18、神奈川４、 

静岡２、愛知１、大阪１、愛

媛１、福岡 11、熊本５、 

 

内、受任前調整中 15件 
北海道１、埼玉１、東京５、家裁外８ 

内、受任不可・依頼取り下げ 127件 
※受任案件の取扱家庭裁判所の都道府県で算出。 
 

３）認定成年後見人ネットワーク クローバー 活動状

況（2019年９月１日～2019年 11月 30日） 
９/11 静岡家庭裁判所訪問（山口雅弘/クローバー運営委員 

       中村倫也/クローバー登録者） 

９/19 松山家庭裁判所（田中孝次/クローバー登録者） 

９/21 第３回神奈川県クローバー登録者の集い 

９/30 札幌家庭裁判所訪問（徳永達哉/クローバー登録者） 

９/30 静岡家庭裁判所富士支部訪問（山口雅弘/クローバ

ー 

 運営委員） 

10/８ 東京家庭裁判所後見人等候補者推薦団体との意見

「東京クローバー登録者の集い」に始めて参加した方からの感想をご紹介いたします。連載企画「クローバー登録者の横のつ

ながり・地域活動について」はクローバーの活動開始から 13年目を迎えた「大阪の今」を。そして、新たな更新制度スタート

に向け、クローバー運営委員長から登録者の皆さまへメッセージをお届けします。 

東京クローバー登録者の集いに参加して 

荒川 珠世／東京都支部 

 

私は現在、自治体の認知症専門相談機関に勤務しており、認知症初期集中支援事業を担当しています。地域で暮

らす認知症の方々の支援に携わる中で、認知症初期集中支援事業のその後の支援に関わりたいとの思いから認定成

年後見人養成研修を受講、「クローバー」登録に至りました。しかし登録はしたものの、何からどう始めたらよい

のか、普段の業務に追われる中で周囲に相談できる人もなく、次第に不安な気持ちになっていきました。そのよう

な中、「東京クローバー登録者の集い」の案内メールが届き、まずは話を聞いてみよう！と決心し、参加申込みを

しました。オンラインではありますが、現在後見活動をされている方々の活発な意見交換やちょっとしたこぼれ話

を聞くことで、精神保健福祉士による後見活動について具体的なイメージを持つことができたように思います。そ

して受任経験のない私に、受任に向けての心持ちや、初めて担当するケースへの向き合い方等について丁寧にアド

バイスをいただき、目の前の霧が晴れたような思いでした。 

この集いに参加することで、困った時には経験豊富な先輩方に相談できる、１人ではないということを実感でき、

また自らの活動が正しい方向を向いているのかを定期的に再確認できる機会ともなるのではと感じています。現

在、初めての受任に向けてようやくスタート地点に立ったところです。引き続き、このクローバーの集いに参加し

ている皆様の力を借りて、私自身が成長していけるように頑張っていきたいと思います！ 

 

クローバー登録者の横のつながり・地域活動について 

第８回 ～大阪地域の取り組みについて～ 
 

川井 邦浩（クローバー運営委員／大阪支部） 

今号ではクローバーの活動開始から 13年目を迎えた「大阪の今」をご紹介します。 

４．大阪府内で受任を調整できないか 

  2023 年４月 24 日夜に第１回クローバー大阪の集いをオンラインミーティングで開催しました。参加者３名が

精神保健福祉士と社会福祉士の両資格を取得しており、専門職後見人として受任経験があることがわかりました。

また、東京の事務局での受任調整は、都道府県単位で行うことが望ましいのではないかという意見が出されまし

た。クローバー運営委員会で同様の議論を進めていることを情報提供すると「早く実現すればいいですね」と共

通の認識となりました。そして大阪府協会やぱあとなあおおさかと積極的に連携して取り組む必要があることも

意見として出されました。初めての集いは、横のつながりに重きをおいた大阪の集いを定期的に開催する方向で

満場一致しました。 

 

５．審判書類に「精神保健福祉士」が記載されるために 

  現在、残念ながら「クローバー」は大阪家庭裁判所から「専門職団体として認められていない」と聞きます。

そこで、大阪でソーシャルワークを業とする「クローバー」登録者が束になって家裁を訪問し、精神障害者等へ

の後見活動等、積み上げてきた実績をもって受任できることをアピールする機会を持つことにしました。 

今後、新しい登録者も増えていくことを踏まえ、大阪でも横のつながりと家裁への認知度を上げる、さらなる

取り組みを積極的に考えていきたいと思います。大阪のみなさま、集いの参加をお待ちしています。 

 
  

連載 



認定成年後見人ネットワーク「クローバー」 
◆登録・受任相談・受任件数 

（2023年８月 22日現在） 

 
 

編集後記 
ようやく涼しくなりました。こんなに待ち遠しかった

秋は生まれて初めてです。さて、今号では登録者の

横の繋がり、集いについて取り上げています。内容

や関わっている方の声が開催されてない地域の登録

者にも届いてほしいです。さらに反応があれば嬉しい

です。忙しい日が続くと思いますがお身体に気をつけ

てお過ごしください。        （関原 育） 

 

 

 

※「受任不可・取下数」とは、候補者不在または依頼先からの取下げのあった件数です。 
 

◆活動状況 

（2023年７月１日～2023年８月 31日） 
 

7/4   とちぎのクローバー・クローバー連絡会議（第４回） 

7/13  東京クローバー登録者の集い（第２回） 

7/29  神奈川県クローバー登録者の集い（第２回） 

8/1   登録者フォローアップ小委員会③（第１回） 

8/18  報告様式・相談受付検討小委員会①（第２回） 

8/23  都道府県協会移譲・委託検討小委員会②（第２回） 

9/6   第２回クローバー運営委員会 

 

新たな更新制度がスタートします！ 

〜クローバーは認定精神保健福祉士のネットワーク～ 

 

いよいよ新たな更新制度（以下「新制度」）が始動し

ます。本協会は 10年以上前に生涯研修制度を創設し、

この間さくらセット開発などに取り組んできました。精

神保健福祉士の研鑽は、精神保健福祉士法をはじめ精神

保健福祉士の倫理綱領、「クローバー」行動規範に述べ

られています。これまで何をどのように研鑽を積むかは

各人の判断で行われていました。新制度では「スーパー

ビジョン」「研修・学会等」「社会的活動」の各領域で計

画的に単位を積み上げるという自己研鑽の仕組みが提

示されています。 

「クローバー」への登録は研修認定精神保健福祉士か

ら申請できますが、私は「クローバーは認定精神保健福

祉士のネットワーク」と明言できるようになりたいで

す。認定精神保健福祉士は「本協会が目指す精神保健福

祉士像としての資質を身につけ、実践力を高めるために

研鑽を着実に積み上げ続けていることを本協会が認め

た者 」と定義されています。「認定」は力の源、多様な

人たちと関わる上での「黄門様の印籠」と考えます。 

まずは認定精神保健福祉士の取得・更新のための手引

き「経過措置期間用ⅰ）」、「単位ガイドラインⅱ）」を参考

に自己研鑽のイメージをしてみませんか。成年後見の活

動は新制度の「社会的活動」に該当します。また「スー

パービジョン」を知りたいと思われた方は本協会の認定

スーパーバイザーの一覧ページ（＊1）をご覧ください。

バイザーの取り組みを紹介しています。 

ローマは一日にしてならず。ともに頑張りましょう。 

淺沼 尚子（クローバー運営委員会 委員長） 

☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘☘ 
（＊1）認定スーパーバイザー 

https://www.jamhsw.or.jp/kaiin/kensyu/8.html 

ⅰ）認定精神保健福祉士の取得・更新のための手引き（経過

措置期間用） 

https://www.jamhsw.or.jp/kaiin/kensyu/oshirase/20

23/guide0630.html 

ⅱ）単位ガイドライン 

https://www.jamhsw.or.jp/kaiin/kensyu/oshirase/20

23/0904tani.pdf 

 


